
１月９日、宮上・葛川自治会で合同のどんど焼きが行われました。１月９日、宮上・葛川自治会で合同のどんど焼きが行われました。
　どんど焼きは、　どんど焼きは、　昔　「せいとばれえ」「せいとばれえ」　などと呼ばれていました。などと呼ばれていました。

　正月　正月4日頃から、日頃から、　子どもたちが道祖神のそばに藁で掘立小屋子どもたちが道祖神のそばに藁で掘立小屋　（お仮屋）（お仮屋）　を作ってその中で遊び、を作ってその中で遊び、

夜になると仮面をかぶって氏子の家を回って餅や銭をもらいました。夜になると仮面をかぶって氏子の家を回って餅や銭をもらいました。　1月1414日になると小屋を壊し、日になると小屋を壊し、

各家から集めた神棚のお札や正月飾りと一緒に燃やし、各家から集めた神棚のお札や正月飾りと一緒に燃やし、　その火でだんごを焼いたり書き初めその火でだんごを焼いたり書き初めを

燃やしました。燃やしました。　このだんごを食べると一年中風邪をひかずに過ごすといわれ、このだんごを食べると一年中風邪をひかずに過ごすといわれ、　また、また、　書き初めを書き初めを

燃やしたものが高く舞い上がるほど書道が上手になると言われています。燃やしたものが高く舞い上がるほど書道が上手になると言われています。

　このような伝統的な行事をいつまでも守っていきたいものです。　このような伝統的な行事をいつまでも守っていきたいものです。

　どんど焼きは、　昔　「せいとばれえ」　などと呼ばれていました。

　正月4日頃から、　子どもたちが道祖神のそばに藁で掘立小屋　（お仮屋）　を作ってその中で遊び、

夜になると仮面をかぶって氏子の家を回って餅や銭をもらいました。　1月14日になると小屋を壊し、

各家から集めた神棚のお札や正月飾りと一緒に燃やし、　その火でだんごを焼いたり書き初めを

燃やしました。　このだんごを食べると一年中風邪をひかずに過ごすといわれ、　また、　書き初めを

燃やしたものが高く舞い上がるほど書道が上手になると言われています。

　このような伝統的な行事をいつまでも守っていきたいものです。

どんど焼きどんど焼きどんど焼き
１月９日、宮上・葛川自治会で合同のどんど焼きが行われました。
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●
見
直
し
の
必
要
性

　

本
町
の
公
共
施
設
の
施
設
使
用
料
は
、
維

持
管
理
費
や
近
隣
市
町
の
類
似
施
設
の
状
況

な
ど
を
勘
案
し
て
施
設
ご
と
に
設
定
し
て
お

り
、　
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、　
施
設
の
設
置
目

的
や
使
用
用
途
を
踏
ま
え
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
施
設
使
用
料
は
、
消
費
税
相
当

額
に
係
る
改
定
を
除
け
ば
、
施
設
設
置
当
初

か
ら
使
用
料
の
改
定
を
し
て
い
な
い
か
、
改

定
を
し
て
も
相
当
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る

状
況
で
す
。
ま
た
、
減
免
措
置
制
度
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
中
央
公
園
な
ど
の
一
部
を
除

い
て
、
無
料
で
施
設
が
利
用
で
き
る
状
況
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
に
加
え
、
第
五
次
中
井
町

行
政
改
革
大
綱
で
は
、
使
用
料
や
手
数
料
な

ど
の
公
共
料
金
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担

の
原
則
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
を
利
用
す
る

人
も
利
用
し
な
い
人
も
不
公
平
感
の
な
い
適

正
な
負
担
に
配
慮
し
た
料
金
体
系
を
構
築
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設

の
施
設
使
用
料
お
よ
び
減
免
措
置
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

施
設
使
用
料
を
設
定
す
る
際
に
は
、

﹁
受
益
者
負
担
の
原
則
﹂
と
﹁
公
平
性
・

公
正
性
の
確
保
﹂
お
よ
び
町
民
や
施
設
利

用
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
合
理
的
か
つ
適

正
な
設
定
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
原

価
の
あ
り
方
や
受
益
者
負
担
割
合
な
ど
に

つ
い
て
整
理
を
行
い
、
施
設
使
用
料
を
設

定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
額
︵
施
設
使
用

料
設
定
基
準
額
︶
を
次
の
と
お
り
算
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
原
価
の
考
え
方

　

公
共
施
設
の
利
用
に
伴
う
経
費
に
は
、

土
地
の
取
得
や
建
物
の
建
設
に
係
る
投
資

的
経
費
と
施
設
の
維
持
管
理
・
運
営
に
係

る
経
常
的
経
費
が
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設

は
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
も
っ
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
町
民
誰
も
が
利
用
す
る

機
会
を
有
し
、
受
益
者
と
な
り
え
る
こ
と

か
ら
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
公
費
負

担
と
し
、
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
は
受
益

者
負
担
を
求
め
る
原
価
と
し
ま
し
た
。

原
価
に
算
入
す
る
経
費

　

︵
原
価
の
基
礎
と
な
る
経
費
︶

・
人
件
費　

施
設
の
維
持
管
理
・
貸
出

　
　
　
　
　

業
務
に
要
す
る
人
件
費

・
維
持
管
理
費　

光
熱
水
費
、
消
耗
品

　
　
　
　
　

費
、委
託
料
、修
繕
料
な
ど

②
性
質
別
受
益
者
負
担
割
合
の
考
え
方

　

公
共
施
設
は
、
道
路
・
公
園
・
福
祉
施

設
な
ど
の
よ
う
に
、
市
場
原
理
に
よ
り
民

間
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
に
く
い

施
設
か
ら
、
野
球
場
・
プ
ー
ル
・
テ
ニ
ス

場
な
ど
の
民
間
に
お
い
て
も
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
可
能
な
施
設
ま
で
幅
広
く
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
施
設
使
用
料
は
、
一
律
に
受

益
者
負
担
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
設
置

目
的
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
か
ら
﹁
公

共
性
・
公
益
性
の
高
さ
︵
市
場
性
︶
﹂
や

﹁
日
常
生
活
に
お
け
る
必
要
性
︵
必
需
性
︶
﹂

な
ど
性
質
別
に
分
類
し
、
各
分
類
に
応
じ

た
受
益
者
負
担
割
合
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
施
設
使
用
料
の
改
定
限
度
額

　

施
設
使
用
料
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
利

用
者
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
改
定
後
の
施
設
使
用
料
は
現
行

の
1.5
倍
を
超
え
な
い
額
と
し
ま
し
た
。

②
施
設
使
用
料
の
調
整

　

算
定
さ
れ
た
額
が
現
行
の
施
設
使
用
料

よ
り
増
額
と
な
り
、
大
幅
な
施
設
使
用
率

の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
場
合
や
、
低

額
と
な
る
こ
と
で
民
間
や
近
隣
自
治
体
の

類
似
す
る
施
設
の
算
定
金
額
と
均
衡
を
欠

く
場
合
は
、
改
定
額
を
調
整
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

●
施
設
使
用
料
の
算
定
方
法

公
共
施
設
の
使
用
料
お
よ
び

公
共
施
設
の
使
用
料
お
よ
び

　
　
　

　
　
　
　
減
免
措
置
を
見
直
し
ま
す

減
免
措
置
を
見
直
し
ま
す

施
設
使
用
料
設
定
基
準
額

　

＝
原
価
×
性
質
別
受
益
者
負
担
割
合

︻
対
象
施
設
︼

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

︵
運
動
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
︶

・
境
グ
リ
ー
ン
テ
ク
パ
ー
ク

・
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
井
ノ
口
公
民
館

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
中
央
公
園
︵
野
球
場
・
多
目
的
広
場
・

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
︶

公
共
施
設
の
使
用
料
お
よ
び

　
　
　
　
減
免
措
置
を
見
直
し
ま
す

　

広
報
な
か
い
１
月
１
日
号
で
概
要
を
お
伝
え
し
ま
し
た
﹁
公
共
施
設
の
使
用
料

お
よ
び
減
免
措
置
の
見
直
し
﹂
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
施
設
使
用
料
の
改
定
に
係
る

　
　
　
　
　
　

激
変
緩
和
措
置
等
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※対象施設のうち、使用料の改定を行わなかった次の施設については、一覧に掲載していません。

　中央公園多目的広場・パークゴルフ場、総合グラウンド運動場・テニスコート、境グリーンテクパーク

施設別使用料一覧

1,530円/時1,020円/時中学生・小学生（町内）

中 央 公 園

改定使用料現行使用料対　　象 利用時間

施設使用料施設使用者の区分等
施 設 名 称

3,070円/時2,050円/時中学生・小学生（町外）

2,310円/時1,540円/時高校生（町内）

境コミュニティ
センター

4,620円/時3,080円/時高校生（町外）野　球　場

3,850円/時3,080円/時社会人・大学生（町内）

農村環境改善
センター

7,710円/時5,140円/時社会人・大学生（町外）

7,710円/時5,140円/時職業人

井ノ口公民館

7,710円/時5,140円/時照明施設（全点灯）
野球場（付属施設）

4,620円/時3,080円/時照明施設（2/3点灯）

170円/時
210円/時

町内在住者生涯学習室

調理実習室

和　室　１

和　室　２

9：00〜17：00

320円/時17：00〜22：00

270円/時
320円/時

町外在住者
9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

270円/時
320円/時

町内在住者

和室１・２

9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

440円/時
540円/時

町外在住者
9：00〜17：00

860円/時17：00〜22：00

700円/時
540円/時多目的ホール

（ステージ含む）

9：00〜17：00

1,080円/時

相談室（１階和室）

研修室（２階和室）

研修室１

研修室２

研修室１・２

音　楽　室

調理実習室

工　芸　室

研修室１

研修室２

研修室１・２

和室・茶室

講　　　堂

17：00〜22：00

110円/回
320円/回9：00〜17：00

540円/回17：00〜22：00

100円/時
320円/時9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

150円/時
320円/時9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

250円/時
640円/時9：00〜17：00

1,080円/時17：00〜22：00

170円/時
320円/時9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

220円/時
320円/時9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

150円/時
320円/時9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

110円/時
320円/時9：00〜17：00

540円/時17：00〜22：00

220円/時
640円/時9：00〜17：00

1,080円/時17：00〜22：00

210円/回
320円/回9：00〜17：00

540円/回17：00〜22：00

830円/時
540円/時9：00〜17：00

1,080円/時17：00〜22：00
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①　全般的なこと 総　務　課　☎（81）1111

②　各施設に関すること

・農村環境改善センター 教　育　課　☎（81）3906

・総合グラウンド（運動場・テニスコート）

・境グリーンテクパーク 地域支援課　☎（81）3907

・境コミュニティセンター

・井ノ口公民館 井ノ口公民館　☎（81）3311

・保健福祉センター 福　祉　課　☎（81）5548

・中央公園　（野球場・多目的広場・パークゴルフ場） まち整備課　☎（81）3901

●
施
設
使
用
料
の
減
免
措
置

　

施
設
使
用
料
の
減
額
お
よ
び
免
除
制
度

の
適
用
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
の
特
例

措
置
と
し
て
位
置
付
け
、
公
平
性
・
公
正

性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
各
施
設
共
通
の

減
免
措
置
と
な
り
ま
す
。

①
免
除

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
公
共
目

　

的
に
使
用
す
る
場
合

②
75
％
減
額

・
町
内
の
自
治
会
が
主
催
事
業
に
使
用

　

す
る
場
合

・
町
内
の
財
政
援
助
団
体
が
主
催
事
業

　

に
使
用
す
る
場
合

③
50
％
減
額

・
町
内
の
公
共
的
団
体
が
公
共
的
目
的

　

に
使
用
す
る
場
合

④
25
％
減
額

・
町
が
後
援
ま
た
は
共
催
す
る
事
業
で

　

使
用
す
る
場
合

・
町
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合

●
そ
の
他

①
４
月
１
日
以
降
の
使
用
に
係
る
使
用
料

　

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

②
学
校
施
設
の
開
放
に
係
る
施
設
使
用
料

に
つ
い
て
、
学
校
施
設
は
学
校
が
利
用

し
な
い
時
間
に
限
っ
て
使
用
で
き
る
施

設
で
あ
り
、
広
く
町
民
の
方
が
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
、
他
の
公

共
施
設
と
は
性
質
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
無
料
利
用
施
設
と
し
ま
し
た
。

③
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
性
質
か
ら
無
料
利
用
施
設
と

し
ま
し
た
。

④
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
利
用

形
態
お
よ
び
利
用
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
４
月
１
日
か
ら
地
域
集
会
施
設

︵
無
料
利
用
施
設
︶
と
し
て
管
理
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

五
所
八
幡
宮
に
明
治
初
年
ま
で
安
寿
寺
と
い

う
別
当
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
安
寿
寺
の
第
一
世

は
、
雑
色
子
ノ
神
社
の
槐
の
木
伝
説
で
知
ら
れ

る
比
叡
山
の
僧
義
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

安
寿
寺
は
創
建
時
か
ら
三
度
ほ
ど
寺
の
場
所
が

変
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
創
建
時
は
、

久
所
の
貴
舟
山
、
二
度
目
が
今
の
宮
の
鐘
楼
堂

付
近
、
三
度
目
が
社
務
所
周
辺
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
そ
の
三
カ
所
に
は
寺
跡
の
証
と

な
る
も
の
が
遺
っ
て
い
ま
せ
ん
。
︵
貴
舟
山
に

は
寺
跡
と
い
わ
れ
る
中
腹
に
山
ノ
神
が
一
基
祀

ら
れ
て
い
ま
す
︶

　

宮
の
歴
史
を
知
る
上
で
大
事
な
寺
跡
で
す
が
、

幸
い
か
つ
て
の
寺
跡
と
い
わ
れ
る
付
近
に
遺
さ

れ
て
い
た
墓
石
で
、
今
は
他
の
墓
地
に
移
さ
れ

て
い
る
二
つ
の
墓
石
か
ら
、
往
時
そ
こ
に
安
寿

寺
が
在
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
ま
す
。

　

一
つ
目
の
墓
石
は
、
五
所
宮
自
治
会
館
近
く

の
佐
藤
家
の
旧
墓
地
に
安
置
さ
れ
て
い
る
八
基

の
五
輪
塔
で
、
こ
の
五
輪
塔
は
以
前
貴
舟
下
の

佐
藤
家
の
田
の
畦
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、

こ
の
墓
地
に
移
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
の
時
代
か
貴
舟
山
の
寺
跡
に
あ
っ
た
も
の
が

地
震
か
台
風
な
ど
で
山
が
崩
れ
、
そ
の
時
下
の

田
に
落
ち
た
の
で

は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ

の
五
輪
塔
群
の
中

の
一
基
の
地
輪
に

﹁
了
海
法
印
□
□

安
寿
寺
十
六
世
﹂
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
﹁
安
寿
寺
﹂
の
文
字
が
貴
舟
山
に

寺
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︵
な
お
、
町
誌
な
ど
で
は
了
海
を
十
五
世
と
し

て
い
ま
す
︶

　

も
う
一
つ

の
墓
石
は
、

数
年
前
、
鐘

楼
堂
南
麓
の

傾
斜
地
に
埋

ま
っ
て
い
た

自
然
石
の
墓
石
で
、
今
は
宮
裏
の
安
寿
寺
墓

地
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。　
墓
石
に
は
、　﹁
寛

政
十
二
庚
申
歳
　　

大
阿
闍
梨
法
印
寂
勇
十
一

月
二
十
八
日
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
寂
勇

は
十
九
世
で
、
田
中
自
治
会
の
天
王
社
︵
現

津
島
神
社
︶
の
寛
政
元
年
︵
１
７
８
９
︶
の
棟

札
、
久
所
自
治
会
の
天
王
社
︵
現
津
島
神
社
︶

の
安
永
二
年
︵
１
７
７
３
︶
の
棟
札
に
寂
勇
の

名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
墓
石
に
よ
っ

て
、
こ
の
時
期
に
安
寿
寺
が
鐘
楼
堂
付
近
に

あ
り
、
各
地
区
の
天
王
社
造
立
に
別
当
と
し

て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
安

寿
寺
の
歴
代
僧
の
墓
で
、
寛
保
元
年
︵
１
７

４
１
︶
、
貴
舟
山
か
ら
今
の
宮
の
地
に
安
寿

寺
を
移
し
、
平
塚
市
土
屋
の
大
乗
院
の
門
徒

か
ら
末
院
に
な
っ
た
時
の
講
貫
法
印
の
墓
石

が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

︵
文
化
財
保
護
委
員　

石
黒
︶

No.No.1515

　
　

二
つ
の
墓
石

二
つ
の
墓
石 

〜
安
寿
寺
に
つ
い
て
〜

〜
安
寿
寺
に
つ
い
て
〜

　
　

二
つ
の
墓
石 

〜
安
寿
寺
に
つ
い
て
〜

町
の
文
化
財

文
化
財
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

町
の
文
化
財

文
化
財
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

町
の
文
化
財
あ
れ
こ
れ

No.No.1515

　問 合 せ

｝

え
ん
じ
ゅ

ま
つ
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　障がいがある人もない人も、誰もが同じように学び、働き、暮らす権利を持っています。しかし、障がい

に関する理解が十分でないことから、現在も障がいのある人に対する差別や偏見が存在しています。

　このような障がいを理由とした差別をなくすため、４月１日から「障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律（障害者差別解消法）」が施行されます。

障害者差別解消法って？

　障害者差別解消法は、障がいの有無にかかわらず、すべての人が共に生きる社会をつくるために定めら

れた法律です。具体的には、障がいのある人への「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮の不提供」を

禁止することを定めています。

　正当な理由がないのに、障がいを理由としたサービ

スの提供などの拒否、制限、または、障がいのない人

にはつけないような条件をつけたりすることです。

　例えば、車いすを利用しているという理由で飲食店

への入店を断ったり、障がいがあるからといってアパー

トを貸さないなどです。

　ただし、これらの行為が正当でやむを得ないときは

差別的取り扱いにならないこともあります。

　障がいのある人から何らかの配慮を求める

意思表示があったにもかかわらず、その障が

いに合った工夫などをしないことです。

　例えば、障がいのある人の障がいの特性に

応じたコミュニケーション手段で対応せず、

聴覚障がいのある人に声だけで話したり、知

的障がいのある人に難しい言葉で説明するこ

となどです。

障害者権利条約
　障がいのある人の権利を保障するために、国が

守るべき義務を定めています。

障害者基本法
　障がいのある人の自立および社会参加の支援、

障がいのある人に対する差別の禁止などを定めて

います。

障害者雇用均等法
　雇用分野における障がいを理由とした差別の禁

止や合理的配慮を行うこと、障がいのある人を一

定割合雇用することを義務付けています。

障害者総合支援法
　障がいの有無にかかわらず、相互の人格と個性

を尊重し、安心して暮らせる地域社会の実現のた

め、必要な福祉サービスなどによってそれに寄与

することを目的としています。

障害者虐待防止法
　障がいのある人に対する虐待行為の禁止、障が

いのある人への虐待の予防および通報義務が定め

られています。もし、障がいのある人への虐待を

発見した時は、速やかに障害者虐待防止センター

（福祉課に設置）に通報しなければなりません。

成年後見制度
　判断能力が低いなどの障がいのある人が、親や

親族を失った場合、その人の財産を守り、尊厳の

ある生活を維持していくため、本人に代わって財

産を管理したり、契約行為を行う支援者を選ぶ制

度です。

日々の生活ではどのようなことをすればいいの？

　障害者差別解消法は、行政機関や民間事業者を対象とした法律で、一般の人の個人的な関係において法

律の違反を罰したり、義務を課すものではありません。しかし、誰もが安心して暮らせるまちの実現には、

障がいへの理解を深めることやお互いに助け合うことが大切です。

　現在、日本では障がいのある人の権利を守るため、次の法律が制定・施行されています。

誰もが安心して暮らせるまちへ

福祉課　福祉班　☎（81）5548問合せ

誰もが安心して暮らせるまちへ
〜　障害者差別解消法が施行されます　〜

不当な差別的取り扱い 合理的配慮の不提供
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１
月
４
日
、
賀
詞
交
歓
会
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
政
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
︵
敬
称
略
︶

相

原

啓

一

町
議
会
議
員

４
期
16
年

う
ち
議
長
２
年

重

田

明

夫

教
育
委
員
会
委
員

２
期
８
年

う
ち
委
員
長
４
年

藤

井

厚

子

中
村
小
・
中
井
中

　
　
　
　

薬
剤
師
39
年

井
ノ
口
小
薬
剤
師
８
年

関

野

一

男

町
交
通
指
導
隊
16
年

う
ち
副
隊
長
６
年

坪

井

明

美

町
交
通
指
導
隊
12
年

う
ち
副
隊
長
４
年

植

木

清

八

町
議
会
議
員

４
期
16
年

監
査
委
員

武

井

一

夫

町
議
会
議
員

３
期
12
年

う
ち
議
長
２
年

早

野
　

茂

副
町
長

３
期
８
年
３
カ
月

　

１
月
９
日
、
中
央
公
園
で
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
挙
行
し
、
町
消
防
団
員
に
よ
る

消
防
操
法
、
一
斉
放
水
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
た
方
の
表
彰
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
敬
称
略
︶

賀
詞
交
歓
会
・
表
彰
式

消
防
出
初
式

■
神
奈
川
県
知
事
表
彰

　

永
年
勤
続
表
彰
20
年

第
５
分
団　

副
分
団
長　

早

田　

誠

■
神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
章

前
第
５
分
団　

分
団
長　

松

本

裕

一

前
第
６
分
団　

分
団
長　

闍闍
橋

竜

浩

　

勤
続
章
20
年

第
５
分
団　

副
分
団
長　

早

田　

誠

■
神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰

　

功
績
章

第
１
分
団　

分

団

長　

岸　

輝

男

■
中
井
町
長
表
彰

　

永
年
勤
続
表
彰
20
年

　
　
　
　
　

団　
　

長　

大

川

保

明

第
７
分
団　

団　
　

員　

大

原

俊

彦

　

永
年
勤
続
表
彰
15
年

第
１
分
団　

分

団

長　

岸　

輝

男

第
１
分
団　

副
分
団
長　

杉

崎　

智

第
３
分
団　

団　
　

員　

城
所
三
喜
男

第
４
分
団　

副
分
団
長　

相

原　

浩

■
中
井
町
消
防
団
長
表
彰

　

優
良
分
団
表
彰

第
３
分
団
・
第
５
分
団

　

優
良
団
員
表
彰

第
１
分
団　

団　
　

員　

宮　

愛

久

第
２
分
団　

機
械
班
長　

武

井

重

幸

第
３
分
団　

庶
務
班
長　

小

島

隆

彰

第
４
分
団　

機
械
班
長　

井

上

洋

一

第
５
分
団　

機
械
班
長　

井

桁

崇

雄

第
６
分
団　

庶
務
班
長　

根

井

秀

介

第
７
分
団　

機
械
班
長　

佐
々
木
利
宏

賀
詞
交
歓
会
・
表
彰
式

消
防
出
初
式

功　労　表　彰

一　般　表　彰

第３分団によるポンプ車操法

今年はなかまるも来場者を
お出迎えしました
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　第１回湘南造園カップパークゴル

フ大会を下記のとおり開催します。

　日頃の成果を思う存分発揮してく

ださい。

　　２月25日（木）　9：00～13：00

　　受付8：00　開会式8：30

　　中央公園パークゴルフ場

内容／・男女別、36ホールストロー

　　クプレー。

・大会は、日本パークゴルフ協会

　（NPGA）の規則により行います。

・同順位の場合は、優勝～５位ま

　でプレーオフ。

・参加賞、ホールインワン賞（全

　ホール対象）、ラッキー賞あり。

定員／120人（先着順）

参加費／1,500円

　　２月２日（火）～14日（日）までに、

参加する本人がパークゴルフ場で

申し込みを行ってください。

　　中井中央公園管理事務所

　　Ԡ（81）3893・3894

　神奈川県障害者スポーツ大会の出場選手を募集します。各競技会の申込

期限までに福祉課へお申し込みください。

対象者／町内在住の身体障害者手帳または療育手帳をお持ちの方で、

　　　　平成28年４月１日時点で13歳以上の方。

　　　※手帳をお持ちの方でも、参加資格に該当しない場合があります。

　毎年恒例の「足柄上地区一周駅伝

競走大会」が開催されます。

　前大会では、14チームが出場し、

４位入賞を果たした中井町チームで

すが、今年は、チームワークと攻め

の走りで襷をつなぎ、３位入賞を目

指して頑張りますので、温かいご声

援をお願いします。

　　２月28日（日）　9：00スタート

　ご家族・お仲間で、楽しく体力づ

くりをしませんか。どうぞ気軽にご

参加ください。

　　３月６日（日）　受付8：30～8：50

　　開会式8：50～　発走9：15～

※受付時間終了後、5,000m出場者に

ついては10：00まで本部テントに

おいて受付可能とします。

※発走時間は、種目により異なります。

※雨天中止（中止の場合は7：30に

　防災行政無線で放送します）

　　中央公園多目的広場　（集合）

コース／中央公園内および周辺

種目／

【ファミリーの部】

参加者全員になかまるグッズプレ

ゼント

ϱ1,100m　（未就学児とその保護者）

　9：15スタート

ϲ1,500m（小学生とその保護者）

　9：35スタート

【個人の部】

各種目１位の方に、もち米（約2.5kg）

贈呈

ϳ1,500m（小学１～３年生）

　9：55スタート

ϴ1,500m（小学４～６年生、中学

　生以上の女性）10：15スタート

ϵ3,000m（小学５・６年生、中学

　生以上）10：35スタート

϶5,000m（中学生以上）

　11：05スタート

参加資格／健康な方

※未成年の参加には、保護者の承諾

　が必要になります。

　　２月19日（金）までに、　町内の園児、

小・中学生は、在籍する園・学校

へ、町外の園児、小・中学生、一般

の方は、下記へお申し込みくださ

い。

　　地域支援課協働推進班

　　Ԡ（81）3907

第70回 足柄上地区一周
駅伝競走大会

湘南造園カップ
パークゴルフ大会

第42回
中井町健康マラソン大会

○各中継所の通過予定時刻

　　地域支援課協働推進班

　　Ԡ（81）3907

ゴール

７区 中井町役場前 10：42

５区 松田中学校前 10：05

４区 下関本 　9：46

３区 三菱ガス化学前 　9：34

２区 山北駅前 　9：25

１区
足柄上合同庁舎
グラウンド横

　9：00

６区 10：24

足柄上合同庁舎
グラウンド横

11：23

大井町山田総合
グラウンド入口

通過予定
時　　刻中　　継　　所区

スポーツスポーツスポーツ

平成28年度　第10回神奈川県障害者スポーツ大会

　　福祉課福祉班　Ԡ（81）5548

【競技日程】

フライングディスク競技会 横須賀市不入斗公園陸上競技場

ボウリング競技会（知的障害者） 湘南とうきゅうボウル

アーチェリー競技会（身体障害者）神奈川総合リハビリテーションセンター
アーチェリー場

陸上競技会（知的障害者） 神奈川県立体育センター陸上競技場

陸上競技会（身体障害者） 神奈川県立体育センター陸上競技場

卓球・サウンドテーブルテニス競技会 寒川総合体育館

水泳競技会 さがみはらグリーンプール

競 技 会 名開催日

４月17日
（日）

会　　　場 申込期限

２月22日
(月)

４月24日
（日）

３月14日
(月)

４月24日
（日）

３月14日
(月)

５月15日
（日）

３月７日
(月)

５月29日
（日）

３月22日
(火)

６月12日
（日）

４月25日
(月)

７月３日
（日）

５月16日
(月)

時

場

申

問

時

場

申

問

時

問

問

たすき

＝ホームページアドレス ＝メールアドレス

＝日時 ＝場所 ＝申し込み ＝問い合わせ時 場 申 問
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問合せ先：中井富士白苑　担当：廣澤・佐藤 ☎　0465−81−5888

地域活動に参加したり、　仲間とのつながりを取り戻し、　今まで以上に
イキイキと自分らしく　「人生を謳歌」　して頂けるようサポートします。

内容／障がい者福祉関係施設および

機関の概要・活動紹介。各施設等

における障がい者の作品展示。

平成27年度デザイン画コンクール

表彰式および入賞作品展示。

費用／無料

　　自立サポートセンタースマイル

　　Ԡ（71）0117

　公民館で活動しているサークルの

作品、芸能、音楽などの成果を発表

します。おはなし会などもあります。

どなたでも自由に見学できます。

　　２月21日（日）　9：50～15：00

　　井ノ口公民館

内容／ϱ作品展示（陶芸、書道、レザー

クラフト、ハンドクラフト、パンフラ

ワー、ステンドグラス、俳句、キルト、

パッチワーク、フラワーアレンジメント、

絵手紙、刺しゅう、いけばな、墨絵など）

ϲ芸能発表　（大正琴、　ハーモニカ、

太極拳、　フラダンス、　民謡、　民踊、

コーラス、　楽器演奏など）

ϳ茶道お点前披露

ϴ本の読み聞かせ、紙芝居など

　　井ノ口公民館　Ԡ（81）3311

　素敵なピアノの音に合わせて、親

子で楽しく体を動かしましょう。季

節を感じられる製作も行います。

　　３月４日（金）　10：00～11：00

　　子育て支援センター１階ホール

対象／町内在住の２～３歳児と

　　　その保護者

定員／20組（先着順）

講師／一色　由利子　氏

費用／無料

　　　２月４日（木）から

　子育て支援センター　Ԡ（81）3365へ。

　動物の形をした木琴を作ります。

　　３月６日（日）

　　ϱ9：00～12：00  ϲ13：00～16：00

　　県立21世紀の森

対象・定員／小学３年生以上　（保護者

　同伴）ϱϲ各５組（抽選）

費用／2,000円

　　２月23日（火）（必着）までに、往復

はがき・FAX・メールで、　イベント

名・開催日・参加者全員の住所・

氏名・年齢・電話番号・FAX番号

を明記の上、下記へ。

　　県立21世紀の森管理事務所

　　〒250－0131

　　南足柄市内山2870－5

　　Ԡ（72）0404　FAX（72）2882

　　　　k21seiki@ak.wakwak.com

　みんなで豪華ランチを作って食べ

よう。

　　３月12日（土）　10：00～15：00

　　足柄森林公園丸太の森

対象・定員／小学生30人　（先着順）

費用／1,500円

　　（昼食代・保険代など）

持ち物／食器（皿・茶碗・コップ・

箸など）・飲み物・軍手・汚れても

よい服装

　　　２月28日（日）9：00から

　　　足柄森林公園丸太の森

　　　Ԡ（74）4510へ。

広 告

井ノ口公民館まつり

木工体験教室 「木琴づくり」

森あそび 「森あそ感謝祭」わくわく＆すくすくタイム
親子で楽しいリトミック

時

場

時

場

申

問

時

場

時

場

問

問

申問

申問

＝ホームページアドレス ＝メールアドレス
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　町内在住または在勤の方で、国税、

地方税および公共料金に滞納がなく、

現在住居に困窮している低所得者を

対象に、町営住宅の入居者を募集し

ます。

　詳しくは福祉課窓口にて配布して

いる募集のしおりをご覧ください。

募集戸数／１戸

申込受付期間／

２月15日（月）～２月29日（月）

（土日祝日を除く）8：30～17：15

申込書配布期間／

２月１日（月）～29日（月）まで

入居予定日／４月28日（木）

【町営住宅概要】

場所／比奈窪140

　　（子育て支援センターとなり）

構造等／簡易耐火構造２階建て

　３K・昭和56年建築・駐車場なし

　　申込書に必要事項を記入し、申し

込み内容に応じた書類を添付の上、

申込受付期間内に、本人またはご

家族の方が福祉課窓口へ提出して

ください。代理の方および郵送に

よる提出は受け付けません。申込

書等は福祉課窓口にて配布してい

ます。

　　福祉課福祉班　Ԡ（81）5548

　予備自衛官補とは、一般社会人や

学生の方を予備自衛官補として採用

し、教育訓練修了後、予備自衛官と

して任用する制度です。

受験資格／

ϱ一般：18歳以上34歳未満の者

ϲ技能：18歳以上で国家免許資格

　等を有する者　（資格により53歳

　未満～55歳未満の者）

受付期間／４月８日（金）まで

試験期日／

４月15日（金）～19日（火）のうち

　１日を予定

その他／受験、合格発表、入隊

時期等についての詳細は、

下記までお問い合わせくだ

さい。

　　自衛隊神奈川地方協力本部

　　小田原地域事務所

　　Ԡ（24）3080

　　３月12日（土）　10：00～11：30

　　受付9：30

　　中央公園（野球場会議室）

定員／10人（先着順）

費用／3,240円（税込）※当日徴収

内訳：プランターポット（35～40ү）

培養土、鉢底ネット

季節の草花（５～６）

その他、必要なものは用意します。

持ち物／持ち帰り用のビニールシー

　　　　ト、新聞紙

※汚れてもよい服装でお越しください。

　　２月２日（火）～３月５日（土）まで

に電話またはメールで氏名・電話

番号を下記へ。

　　中井中央公園管理事務所

　　Ԡ（81）3894

　　　　nakai89@ceres.ocn.ne.jp

　障がいのある方の地域生活活動な

ど、障がい者福祉の理解と周知を図

ることを目的に開催します。

　　２月15日（月）～19日（金）

　　8：30～17：15

　　南足柄市役所１階アトリウム

吹き抜け吹き抜け

町営住宅間取り図 N

１階 ２階

浴室
2.0畳

台所
3.0畳

和室
6.0畳

洗面所　1.0畳

玄関
1.5畳

トイレ
1.0畳

押入

和室
6.8畳

和室
6.8畳

押入

押入 廊下 吹き抜け

広 告

催　し催　し
「ちいき・ふくし博」

「デザイン画コンクール」

募　集募　集
町営住宅の入居者

自衛隊予備自衛官補

講　座講　座
コンテナガーデン教室

「春の寄せ植え」
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場

問

問
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　　２月16日（火）　9：00～11：00

　　役場２階町長応接室

内容／町政に関する意見や相談

　　　２月９日（火）までに

　　　総務課管理班　Ԡ（81）1111へ。

　弁護士による無料法律相談を実施

しますので、お気軽にご相談くださ

い。

　　２月29日（月）　9：30～11：30

　　井ノ口公民館音楽室

　　　２月22日（月）までに

　　　総務課管理班　Ԡ（81）1111へ。

　　２月29日（月）

　ϱ　9：30～11：30

　　　　保健福祉センター３階工作室

　ϲ　13：30～15：30

　　　　井ノ口公民館音楽室

内容／人権擁護委員による人権相談

費用／無料

　　不要

　　福祉課福祉班　Ԡ（81）5548

　教育委員会とフリースクールが連

携・協働し、不登校で悩む児童・生

徒や保護者を対象に相談会を行い、

一人ひとりの自立や学校生活の再開

に向けた支援を行います。

　　２月６日（土）　13：00～16：30

　　受付12：30～16：00

　　県藤沢合同庁舎

　　（藤沢市鵠沼石上２－７－１）

　　ＪＲ線、小田急線「藤沢駅」南口

　　から徒歩10分

内容／

・不登校経験者による座談会

・フリースクール等活動紹介

・個別相談会　ほか

費用／無料

　　不要。当日受付

　　神奈川県教育委員会教育局支援部

子ども教育支援課小中学校生徒

指導グループ

　　Ԡ　045（210）8292　（直通）

　　FAX045（210）8937

　卒煙にチャレンジしたい方を保健

師が面談などによりサポートします。

　　２月から３カ月間

　（土日祝日を除く8：30～17：15で、

　　ご本人と相談により決定します）

　　保健福祉センター

内容／

・来庁による面談：初回・最終回の

　２回（呼気一酸化炭素濃度の測定

　など）

・電話などによる支援：４回程度

対象・定員／６カ月以内に禁煙した

いと思っている方　（概ね40～64歳

の方）先着２人

　　　２月12日（金）までに

　健康課健康づくり班　Ԡ（81）5546へ。

　　３月４日（金）　9：30～11：30

　　県小田原保健福祉事務所足柄上

　　センター２階診察室

内容／女性を対象に、女性医師が健

　康に関する相談をお受けします。

相談医／女性医師

その他／予約制

　　　小田原保健福祉事務所足柄上

　センター保健福祉課

　Ԡ（83）5111　内線464へ。

　　３月５日（土）　14：00～

　　南足柄市文化会館大ホール

内容／「あなたの睡眠、大丈夫？」

～ちょっとこわい睡眠と病気の

　関係～

講師／内門　大丈　氏

（湘南いなほクリニック院長、

　横浜市立大学医学部臨床準教授）

費用／無料

　　不要

　　足柄上医師会事務局　Ԡ（83）1800

　体育施設を利用するには、毎年度

「団体登録」が必要です。

　平成28年度に施設利用を希望され

る団体は、２月から登録の受付を開

始しますので、団体登録申請書と利

用者名簿を役場２階地域支援課窓口

へご提出ください。

　用紙は窓口に備え付けのほか、町

ホームページからもダウンロードで

きます。

対象施設／学校体育館・運動場、

総合グラウンド、テニスコート、

境グリーンテクパーク

　　地域支援課協働推進班

　　Ԡ（81）3907

測定日　１月７日（木）

場　所　中井町役場庁舎
測定値　0.024μSv/h
基準値　0.190μSv/h

空間放射線量測定結果空間放射線量測定結果空間放射線量測定結果

　　環境経済課環境班　Ԡ（81）1115

飲料水水質検査結果飲料水水質検査結果飲料水水質検査結果

　　上下水道課業務班　Ԡ（81）3903

　飲料水水質検査を１カ月に１回の頻

度で実施しています。水質検査の結果

は、町ホームページか下記へお問い合

わせください。

案　内案　内
体育施設の利用者登録を

町長相談

無料法律相談

人権相談

  教育委員会とフリースクール
等による不登校相談会

相　談相　談

女性の健康相談

わかりやすい医学講話

〜たばこを卒業したい方へ〜
卒煙相談のお知らせ

健　康健　康
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問
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申問

時

場
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　元子役の映画監督　小松は、かつて

出演したドラマのロケ地だった団地の

取り壊しと、団地に最後の一花を咲か

せるため「たんぽぽプロジェクト」が

立ち上がったことを知る。その代表者

は初恋の相手、成瀬由美子だった。少

年ドラマ、ガリ版、初恋―　あの頃を

信じる思いが、奇跡を起こす。

　館主の死により幕を閉じた江ノ島西

浦写真館。遺品整理のため写真館を訪

れた孫の繭は、注文したまま受け取り

に来ない「未渡し写真」を見つけ、写

真の謎を解き注文主に返していくが…。

写真に秘められた切なさを描く青春ミ

ステリ。
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俳　
　

句

短　
　

歌

今月の　
新着図書 江ノ島西浦写真館　　　（三上　延）

今月の　
新着図書 たんぽぽ団地　　　　（重松　清）

図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより 井ノ口公民館図書室　☎（81）3311

農村環境改善センター図書室　☎（81）3906

俳
句

短
歌

俳
句
・
短
歌　

募
集

みんなあつまれ！「おはなし会」
楽しい紙芝居や読み聞かせ、　折り紙で遊びます。

日　　時　２月21日（日）　10：20～11：00

場　　所　井ノ口公民館　図書室

活動団体　おはなしたまてばこ

◆　一 般 書　◆

・天下人の茶　　　　　　　　　（伊東 　潤）

・坂の途中の家　　　　　　　　（角田 光代）

・決定版　家庭大工マニュアル　（西沢 正和）

◆　児 童 書　◆

・木いちごつみ（作：きしだえりこ／絵：やまわきゆりこ）

・もしも日本人がみんな米つぶだったら

　　　　　　　（作：山口タオ／絵：津川シンスケ）

・ひとりぼっちのベロニカ （ロジャー デュボアザン）

◆　一 般 書　◆
・真実の10メートル手前 （米澤 穂信）

・楽に生きるための人生相談 （美輪 明宏）

・平成の家族と食 （品田 知美）

◆　児 童 書　◆
・ゆきだるまうさぎ　　（作：田中てるみ／絵：えがしらみちこ）

・もう、ねるんだってば！（作：ジョリ・ジョン／絵：ベンジ・デイヴィス）

・大村智ものがたり　苦しい道こそ楽しい人生　（馬場 錬成）

申

は　

る
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　古怒田地区を対象に、県との合同により富士山火山合同防

災訓練を実施しました。

　訓練では、富士山火山防災協議会が作成した富士山火山防

災マップを使用し、富士山噴火に伴う危険性や避難時の注意

点を説明したほか、広域避難所である中村小学校で、神奈川

県温泉地学研究所による防災講習会、小田原市消防本部によ

る救急救助講習会を行いました。

　中学生の富澤　萌衣　さん　（境）　が、鈴鹿サーキットで

開催されたエネ１グランプリに参加し、中学生の部で

２位という好成績を収めました。

　エネ１グランプリは、　充電式単三電池40本を動力源

とした次世代エネルギーカーイベントで、富澤さんは、

手作りの電動バイクによる60分耐久走行に中学生チー

ム「JSガールズ」として参加。

　トロフィーを持参し、町長に喜びの報告をしてくだ

さいました。

　農村環境改善センターにおいて「成人のつどい」

が開催されました。

　はたちの声では、警察官として採用が決まって

いる関野　海　さんが、女手一つで育ててくれた母

親に感謝の気持ちを伝えるなど心温まる式となり

ました。

　今年は男性49人、女性60人、合計109人が新

成人となります。

　尾上　孝　さん　（宮上）　が、自衛隊神奈川地方協力本部長より感謝

状を受けました。

　尾上さんは、　1999年に有志で中井町自衛隊協力会を発足、　自衛

隊の募集活動などに協力しており、その功績が認められました。

　会の発足当時より副会長に就任、昨年より三代目の会長として

100人の会員をまとめています。

　「東日本大震災のような大きな災害がいつ起きるかわからない。

日頃から自衛隊に協力することで、災害時には行政だけではなく、

自分たちが自衛隊とのパイプ役となって町を守りたい」と語って

くださいました。

成人のつどい成人のつどい

富士山火山合同防災訓練富士山火山合同防災訓練

成人のつどい1/10
跣

12/25
踝

富士山火山合同防災訓練
12/5踞

鈴鹿サーキットで開催の鈴鹿サーキットで開催の
エネ1グランプリグランプリで2位
鈴鹿サーキットで開催の
エネ1グランプリで2位

自衛隊への協力認められ感謝状
尾上　孝　さん（宮上）
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防災マップを手に、説明を受ける訓練参加者

【android版】 【iPhone版】
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人口の動き
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平成28年１月１日現在
の人口と12月中の異動

　男　　4,828人

　女　　4,827人

人　口　9,655人

世帯数　3,424世帯

転　入　　46人

転　出　　29人

出　生　　　３人

死　亡　　13人

スマートフォンでも広報が読めます！
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